
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

2,955 単位時間 2,225 単位時間 単位時間 510 単位時間 120 単位時間 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

90 人 22 人 人 59 % 18 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： なし
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 6

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 0

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 6

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

2

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 4

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 2

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総単位数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

うち必修授業時数 180

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 180

総合病院、医療機器販売会社　など

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
www.nmf.ac.jp

75
■進学者数 0
■その他

病院等への就職に関しては、臨床工学技士資格取得者に限る

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 2,955

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 180

3 昼
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

13

（令和７年度卒業生）

3
■地元就職者数 (F) 3
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

100

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 4
■就職希望者数 (D)　　　　　： 3
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和８年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的 医療国家資格である「臨床工学技士」の資格取得をめざすとともに専門技術を習得し、かつ医療人としてふさわしいい人間性を持った人材を育成するこ

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）
臨床工学技士国家試験、第２種ME技術実力検定試験　など

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

医療専門課程 臨床工学科
文部科学省告示平成１２年2

月８日第１７号
－ 平成２５年

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和８年７月３１日

５３３－００１５

０６－６３２１－０８６２
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人　瓶井学園 昭和58年9月26日 瓶井　剛 大阪市東淀川区大桐２－６－６
５３３－００１１

０６－６３２９－６５５３

日本メディカル福祉専門学校 平成1年3月29日 瓶井　修 大阪市東淀川区大隅１－３－１４

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

医療

http://www.nmf.ac.jp/


種別

①

③

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

中道　和則 日本メディカル福祉専門学校　教務課長
令和８年4月１日～令和９年３月３
１日（1年更新）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回（６月、12月予定）

（開催日時（実績））
第1回　令和８年６月１６日　１３：００～１６：００
第２回　令和８年１２月実施予定

楠部　和恵 日本メディカル福祉専門学校　教務主任
令和８年4月１日～令和９年３月３
１日（1年更新）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
臨床現場で実際に働く「臨床工学技士」の方々を委員に招き、新しい医療技術や刻々と新しくなる医療機器に対応させるた
め現場で必要な知識や技術を取り入れる。これらの内容を基礎科目や専門科目の内容に反映させ、学生に対してフィード
バックしていく事を基本的な方針とする。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

1．教務規則により、カリキュラムの開発・改善等を目的とした教育課程編成委員会を設置する。
２．委員会を開催、各委員から意見・提案を受ける。
３．教務会議を開き、委員会であがった意見・提案をどのように取り入れ、改善・開発等するかを検討、詳細を決定する。
４．最終的に学校長の承認を得て、実施する。
（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

近藤　昭彦
医療法人　なごみ会　理事
大正くすのきクリニック　室長
岸辺くすのき透析クリニック　室長

令和８年4月１日～令和９年３月３
１日（1年更新）

令和８年７月３１日現在

瓶井　修 日本メディカル福祉専門学校　学校長
令和８年4月１日～令和９年３月３
１日（1年更新）

名　前 所　　　属 任期

楢村　友隆
兵庫県臨床工学技士会　代議員
日本臨床工学技士会　学術機構運営委員会
委員　臨床工学国際推進財団　設立者　理事

令和８年4月１日～令和９年３月３
１日（1年更新）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

教育課程編成委員会の意見により、臨床実習前に、患者さんに対してどのような対応していくかの実践形式での実習をクリ
ニックを借りて行った。指導者は本校卒業生に行っていただき、実際に学生が自分のできているところ、できていないところ
を認識してもらい、次年度の臨床実習に活用していく。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

（３）具体的な連携

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

2025年５月１７日（土） 対象： 教員

なぜ今、留学生を受け入れるのか？ 連携企業等： 大阪府専修学校核種学校連合会

2025年12月16日（火） 対象： 教員

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

臨床実習において、臨床現場の臨床工学技士に病院で働くのに必要な基本的な知識の習得、患者さんの症例を見な
がらの治療方針や治療内容について臨床工学技士としての関わり方や役割などを指導していただいている。実習後に
臨床実習指導者に各業務に関する実習確認表（学生の評価）をいただいている

厚生労働省の指定カリキュラムに従い、連携している病院にて臨床工学技士として必要な血液浄化業務、手術室集中
治療室業務、医療機器管理業務などの業務についての習得と医療人として病院で働くことの責任の重さを理解させる
ことを目的として合計１８０時間以上の臨床実習を行う

②指導力の修得・向上のための研修等

第２９回日本臨床救急医学会学術集会 連携企業等： 日本臨床救急医学会

2026年7月16日（木）～１８日（土） 対象： 教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

留学生の募集について取り組み方が異なる３つの事例を紹介してもらいました。

救急医学に関する最新の研究情報にういて学びました。

大阪府専修学校各種学校連合会の主催する指導者研修 連携企業等： 大阪府専修学校核種学校連合会

に参加予定 対象： 教員

第３５回　日本臨床工学会 連携企業等： 日本臨床工学技士会

臨床実習

科　目　概　要
大阪医科薬科大学附属病院、関
西医科大学附属病院、大阪赤十
字病院、兵庫医科大学病院、大阪
警察病院、大阪ろうさい病院、八
尾徳洲会総合病院、三菱京都病
院など

企業連携の方法

実習病院内での臨床
工学技士実習指導者
による実習

臨床工学技士の行う主な業務につ
いて実際的な知識を身につける。
主な学習として医療機器管理実
習、血液浄化業務実習、集中治療
室及び手術室実習があります。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
学生の質の変化などに対応し、的確な指導を行うために学生指導に関する研修および臨床工学技士の業務に関する最新
の技術、知識を得るｋとおを目的として研修規定に基づき組織的に研修に参加する事を基本方針とする。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等



ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（３）生徒の受入れ生徒支援

・学生募集活動の適正な実施
・学生募集活動での教育成果の報知
・学納金の妥当性
・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等の策定
・学科目標に対応した教育到達レベル・学習時間確保の明確化
・学生の生活環境への支援
・保護者との適切な連携
・卒業生への支援体制
・社会人のニーズを踏まえた教育環境の整備
・高校等との連携によるキャリア教育・職業教育への取組
・学生相談に関する体制への整備
・学生に対する経済的な支援体制への整備
・学生の健康管理を担う組織体制
・課外活動に対する支援体制の整備
・学生の生活環境への支援
・保護者との適切な連携
・卒業生への支援体制
・社会人のニーズを踏まえた教育環境の整備
・高校等との連携によるキャリア教育・職業教育への取組

（４）教育環境
・施設・設備の整備状況
・学内外の実習施設・インターンシップ等の教育体制の整備
・防災に対する整備

（５）教育実施組織・ 教員

・人物育成目標達成に向けた教員の確保
・業界との連携に優れた教員確保等のマネジメント
・先端的知識・技能修得のための研修、指導力向上への取組
・職員の能力開発のための研修の実施
・目的に沿った運営方針の策定
・運営方針に沿った事業計画の策定
・運営組織・意思決定機能の明確化・機能状況
・人事・給与規定の整備
・教務・財務等の組織整備等意思決定システムの整備
・業界や・地域社会等に対するコンプライアンス体制の整備
・教育活動等に関する情報公開
・情報システム化等による業務効率化
・進路・就職に関する支援体制への整備

（２）教育課程、　教育の実施、学修成果

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等の策定
・学科目標に対応した教育到達レベル・学習時間確保の明確化
・学科等カリキュラムの編成状況
・実践的職業教育の視点に立ったカリキュラム開発・工夫
・関連分野の企業・団体等との連携によるカリキュラム作成・見直し
・実践的職業教育の体系的な位置づけ
・授業評価の実施・評価体制
・職業教育に対する外部関係者からの評価体制
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定基準の明確化
・資格取得等の指導体制、カリキュラムの体系的な位置づけ
・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等の策定
・学科目標に対応した教育到達レベル・学習時間確保の明確化
・学科等カリキュラムの編成状況

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

学校内だけでなく学外の方々を委員に招き、自己点検・自己評価の各評価項目について意見をいただき、その結果を
反映させていく。

（１）教育理念・目的・ 目標

・理念・目的・育成人物像の設定、専門分野の特性の明確化
・職業教育の特色の明確化
・社会経済のニーズ等を踏まえた将来構想の設定
・理念・目標・特色等の学生・保護者への周知
・業界ニーズに向けた教育目標・育成人物像の設定



（６）教育活動の基盤 と改善・向上の 取組

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営
・個人情報保護の対策
・自己評価の実施と問題点の改善
・自己評価結果の公開
・中長期的な財務基盤の安定性
・予算・収支計画の有効性・妥当性
・財務の会計監査の適正な実施
・財務情報公開の体制整備



種別

企業等
委員
卒業生

企業等
委員

卒業生

自己点検自己評価報告書を作成し、事前に学校関係者委員に提出する。学校関係者評価委員会では、自己点検自己評
価報告書を基に各種の意見をいただく。

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ）
URL： www.nmf.ac.jp
公表時期： 令和8年7月31日

社会福祉法人　宝塚市社会福祉協議会
令和８年4月１日～令和９年３月３
１日（1年更新）太田　昌憲

楢村　友隆

倉敷芸術科学大学　教授
兵庫県臨床工学技士会　代議員
日本臨床工学技士会　学術機構運営委員会
委員　臨床工学国際推進財団　設立者　理事

令和８年4月１日～令和９年３月３
１日（1年更新）

北野　暢隆 社会福祉法人若葉会保育園こどもの国　園長
令和８年4月１日～令和９年３月３
１日（1年更新）

学校関係者評価委員会を開催、「専修学校における学校評価ガイドライン」に沿って実施した自己点検・自己評価結果
に対して委員から評価・意見を受け、
次年度の教育活動その他、学校運営の改善等に活用することを組織として決定した。

名　前 所　　　属 任期

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

（３）学校関係者評価結果の活用状況

http://www.nmf.ac.jp/


（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

（５）教育実施組織・ 教員

・人物育成目標達成に向けた教員の確保
・業界との連携に優れた教員確保等のマネジメント
・先端的知識・技能修得のための研修、指導力向上への取組
・職員の能力開発のための研修の実施
・目的に沿った運営方針の策定
・運営方針に沿った事業計画の策定
・運営組織・意思決定機能の明確化・機能状況
・人事・給与規定の整備
・教務・財務等の組織整備等意思決定システムの整備
・業界や・地域社会等に対するコンプライアンス体制の整備
・教育活動等に関する情報公開
・情報システム化等による業務効率化
・進路・就職に関する支援体制への整備

（６）教育活動の基盤 と改善・向上の 取組

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営
・個人情報保護の対策
・自己評価の実施と問題点の改善
・自己評価結果の公開
・中長期的な財務基盤の安定性
・予算・収支計画の有効性・妥当性
・財務の会計監査の適正な実施
・財務情報公開の体制整備

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等の策定
・学科目標に対応した教育到達レベル・学習時間確保の明確化
・学科等カリキュラムの編成状況
・実践的職業教育の視点に立ったカリキュラム開発・工夫
・関連分野の企業・団体等との連携によるカリキュラム作成・見直し
・実践的職業教育の体系的な位置づけ
・授業評価の実施・評価体制
・職業教育に対する外部関係者からの評価体制
・成績評価・単位認定、進級・卒業判定基準の明確化
・資格取得等の指導体制、カリキュラムの体系的な位置づけ
・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等の策定
・学科目標に対応した教育到達レベル・学習時間確保の明確化

（３）生徒の受入れ生徒支援

・学生募集活動の適正な実施
・学生募集活動での教育成果の報知
・学納金の妥当性
・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等の策定
・学科目標に対応した教育到達レベル・学習時間確保の明確化
・学生の生活環境への支援
・保護者との適切な連携
・卒業生への支援体制
・社会人のニーズを踏まえた教育環境の整備
・高校等との連携によるキャリア教育・職業教育への取組
・学生相談に関する体制への整備
・学生に対する経済的な支援体制への整備
・学生の健康管理を担う組織体制
・課外活動に対する支援体制の整備
・学生の生活環境への支援
・保護者との適切な連携
・卒業生への支援体制
・社会人のニーズを踏まえた教育環境の整備
・高校等との連携によるキャリア教育・職業教育への取組

（４）教育環境

・施設・設備の整備状況
・学内外の実習施設・インターンシップ等の教育体制の整備
・防災に対する整備

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）教育理念・目的・ 目標

・理念・目的・育成人物像の設定、専門分野の特性の明確化
・職業教育の特色の明確化
・社会経済のニーズ等を踏まえた将来構想の設定
・理念・目標・特色等の学生・保護者への周知
・業界ニーズに向けた教育目標・育成人物像の設定

（２）教育課程、　教育の実施、学修成果



（ホームページ　）
URL：　www.nmf.ac.jp
公表時期：　７月31日

（３）情報提供方法
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1 ○ 心理学

人間の心にはどんな特徴があるのか，心の働きはど
んな性質のものかについて学習します。患者の心理
状態を理解する為の一つの手段として，心理学の知
識を活用できるようになる事が目標です。

1
年
前
期

30 1 ○ △ ○ ○

2 ○ 倫理学
倫理学の概要を学習します。医療従事者としてどう
あるべきか，「医の倫理」を考える上で必要とする
教養を身につける事が目標です。

1
年
後
期

30 1 ○ △ ○ ○

3 ○ 社会学
社会学の基本的な考え方を学習します。個人と社会
とのかかわりについて考える力を養う事を目標とし
ます。

1
年
前
期

30 1 ○ △ ○ ○

4 ○ 教育学

　教育学の概要を学習します。私達がこれまで学ん
できた学校教育は私達にとってどんな意味をもって
いたのか，また臨床工学技士の教育についても考え
ていきます。

１
年
前
期

30 1 ○ △ ○ ○

5 ○ 数学
臨床工学に必要な基本的な数学を行います。国家試
験で必要な計算および臨床現場で必要とされる計算
など例を挙げながら進めていきます。

１
年
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

6 ○ 物理学

　医用機器の動作を理解する為に必要な物理的知識
を修得する事を目標とします。高等学校の物理の知
識を前提とし，力学を中心にさらに高度な理論に挑
戦していきます。

1
年
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

7 ○ 化学
　生化学，物性工学，材料工学を学習する為の基礎
知識として無機化学，有機化学，高分子化学を中心
に学習します。

１
年
通
年

30 1 ○ △ ○ ○

8 ○ 生物学

生化学，物性工学を学習する為に必要な生物学知識
を修得する事を目標とします。　また，専門科目及
び専門基礎科目の中の医学を学習する基礎として生
物学を学習します

1
年
通
年

30 1 ○ △ ○ ○

9 ○ 英語Ⅰ
臨床工学技士は日常英語の医学分野の英語を理解す
る必要があります。１年次では日常英語について学
習します

1
年
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

10 ○ 英語Ⅱ
臨床工学技士は日常英語の医学分野の英語を理解す
る必要があります。２年次で医学分野の英語を学習
します。

2
年
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

11 ○ 人の構造・機能

　　人体の構造と機能を中心に基礎的内容について
学習します。主な授業項目は人体発生の概要，細胞
と組織，器官系統の解剖及び生理的機能などとなっ
ています。

1
年
前
期

60 2 ○ △ ○ ○

12 ○ 臨床生理学
疾病と生理機能の関連について調べ，呼吸器

系，循環器系，神経，筋関係等について検査方法と
検査結果について学習します。

1
年
後
期

30 1 ○ △ ○ ○

13 ○ 臨床生化学Ⅰ

　　生体における代謝の基礎及びその疾病検査との
関連について学習します。主な授業項目は，物質の
代謝（糖質，蛋白質，脂質，酵素，電解質，ホルモ
ン，生体色素）となっています。

1
年
後
期

30 1 ○ △ ○ ○

14 ○ 臨床生化学Ⅱ

　　生体における代謝の基礎及びその疾病検査との
関連について学習します。主な授業項目は，疾病と
機能検査（肝胆道系，腎，内分泌，消化器）等と
なっています。

2
年
前
期

30 1 ○ △ ○ ○

15 ○ 基礎医学実習

　　解剖学，生理学，病理学について構造的，機能
的，形態的に理解を深めることを目標として実習を
行います。解剖学，生理学，病理学の３つの分野に
ついて実習を行います。

1
年
後
期

30 1 △ △ ○ ○ ○

16 ○ 医学概論

　　医学の発達，医療技術の発達，医療従事者の倫
理などについて学習します。これからの医療はどう
あるべきか，そして自分が医療従事者になった場合
のあるべき姿について考えて下さい。

1
年
前
期

15 1 ○ ○ ○

17 ○ 公衆衛生学

　医療従事者には病気を治療する知識ばかりではな
く病気を予防する知識も必要です。授業では公衆衛
生全般について学習し，健康の保持，予防医学の重
要性を正しく理解する事を目標とします。

1
年
前
期

15 1 ○ ○ ○

18 ○ 病理学

主な疾病の病理学像及び検査について学習しま
す。主な授業項目は病理学の概要，物質代謝障害，
循環傷害，退行性病変，炎症，新生物等の各種疾患
の病理 像と生化学的，細菌学的，生理学的検査等
となっています。

1
年
後
期

60 2 ○ △ ○ ○

19 ○ 臨床免疫学
抗原抗体反応，細胞免疫学等の免疫血清学及び

感染免疫，自己免疫等の各種免疫の概要，輸血検査
の方法等について学習します。

2
年
前
期

30 1 ○ △ ○ ○

20 ○ 臨床薬理学
呼吸器系薬剤，循環器系薬剤，利尿剤，脳神経

薬剤，抗生物質等の薬剤について作用，適応法等に
ついて学習します。

2
年
前
期

30 1 ○ △ ○ ○

21 ○ 臨床検査学
患者の心理，患者への対応法等即ち患者に接す

るにあたって要求される基本的態度について学習し
ます。

1
年
前
期

15 1 ○ ○ ○

22 ○ チーム医療概論
臨床工学技士に必要となる検査、生理検査、病態検
査などの基本的知識を学びます。

2
年
前
期

30 2 ○ ○ ○

23 ○ 応用数学

臨床工学に必要な数学の基礎を，平易かつ具体
的な展開を心掛け，専門知識を修得する基礎となり
得るように配慮します。主な授業項目は指数、対数
関数，微分，積分，複素数、三角関数等 となって
います。

2
年
前
期

30 1 ○ △ ○ ○

24 ○ 電気工学

電気工学分野の基礎的事項即ち電磁気学，電気
回路論，電力装置等について学習します。また，電
気工学の基礎的テーマについて演習や実習を行いま
す。

1
年
前
期

180 6 ○ △ ○ ○ ○

25 ○ 電子工学

電子工学分野の基礎的事項即ちアナログ回路，
ディジタル回路，ブール代数，通信，光エレクトロ
ニクス等について学習します。また，電子工学の基
礎的テーマについて演習や実習を行います。

1
年
後
期

180 6 ○ △ ○ ○ ○

26 ○ 機械工学

生命維持管理装置の機械的機構の動作原理，生
体の運動，生体内部の流体の動き等について理解で
きるよう，機械工学の基礎的事項について学習しま
す。

2
年
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

27 ○ 放射線工学

臨床工学に必要な放射線工学の基礎について学
習します。主な授業項目は放射線と生体の相互作
用，放射線に対する安全管理，ｘ線，γ線，β線，
放射性同位元素， Ｘ線ＣＴ，ＰＥＴ等となってい
ます。

3
年
前
期

30 1 ○ △ ○ ○

授業科目等の概要

分類

授業科目名 授業科目概要
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・
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数

単
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数
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28 ○ システム工学

臨床工学に必要な情報処理工学の基礎を学びま
す。主な授業項目は計算機の原理，ソフトウェア，
アルゴリズム，ディジタル信号処理等となっていま
す。

2
年
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

29 ○ 情報処理工学Ⅰ 

臨床工学に必要な情報処理工学の基礎を学びま
す。主な授業項目は計算機の原理，ソフトウェア，
アルゴリズム，ディジタル信号処理等となっていま
す。

１
年
後
期

30 1 ○ △ ○ ○

30 ○ 情報処理工学Ⅱ

実習を通してシステム工学及び情報処理工学の
理解を深めます。実習課題にはシステム応答のシ
ミュレーション，フィードバック制御，プログラミ
ング，パーソナルコンピューターによる文章及び
データ処理等　があります。

２
年
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

31 ○
システム・情報処
理実習

臨床工学に必要なシステム理論，信号理論（イ
ンパルス応答と伝達関数），制御理論（フィード
バック制御）の基礎を学びます。

2
年
通
年

60 2 △ △ ○ ○ ○

32 ○ 医用工学Ⅰ

　　医用工学全体について体系的に学習します。主
な授業項目は生体機能代行装置の原理・理論、計測
装置の原理・理論、安全管理の方法等となっていま
す。

1
年
後
期

30 1 ○ △ ○ ○

33 ○ 医用工学Ⅱ

　　一年生に続いて医用工学全体について体系的に
学習します。主な授業項目は生体機能代行装置の原
理・理論、計測装置の原理・理論、安全管理の方法
等となっています。

2
年
前
期

30 1 ○ △ ○ ○

34 ○ 生体物性工学

工学的な観点から生体の特性について学習しま
す。主な授業項目は生体の構造と特性，電気特性，
電気安全，生体の変形と流動，振動及び超音波特
性，光学特性等となっています。

2
年
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

35 ○ 医用材料工学
生体の特性と人工材料について学習します。主

な授業項目は，人工材料の生体適合性，高分子材
料、金属材料，セラミックス等となっています。

2
年
後
期

30 1 ○ △ ○ ○

36 ○ 計測工学
生体情報の性質と生体の電気特性，放射線特

性，超音波特性等を利用した計測方法について学習
します。

2
年
前
期

60 2 ○ △ ○ ○

37 ○ 医用機器学

　　医用機器の全体像を把握し，臨床医療における
医用機器の役割について学びます。授業では，生体
計測用機器，治療用機器，生体機能代行補助機器の
構成について学習します。

1
年
後
期

30 1 ○ △ ○ ○

38 ○ 医用治療機器学Ⅰ

2
年
後
期

60 2 ○ △ ○ ○ ○

39 ○ 医用治療機器学Ⅱ

3
年
前
期

60 2 ○ △ ○ ○ ○

40 ○ 生体計測装置学Ⅰ

2
年
後
期

60 2 ○ △ ○ ○ ○

41 ○ 生体計測装置学Ⅱ

3
年
前
期

60 2 ○ △ ○ ○ ○

42 ○ 臨床支援技術学
臨床工学技士の業務拡大によって必要となった心臓
カテーテル検査や内視鏡検査などの技術的な内容を
勉強します。

3
年
後
期

30 1 ○ △ ○ ○

43 ○
生体機能代行装
置学Ⅰ

2
年
後
期

60 2 ○ △ ○ ○ ○

44 ○
生体機能代行装
置学Ⅱ

３
年
通
年

270 9 ○ △ ○ ○ ○ ○

45 ○ 医療安全管理学Ⅰ

2
年
後
期

30 1 ○ △ ○ ○

46 ○ 医療安全管理学Ⅱ

2
年
後
期

60 2 ○ △ ○ ○ ○

47 ○ 医療安全管理学Ⅲ

3
年
前
期

60 2 ○ △ ○ ○ ○

48 ○ 関係法規
臨床工学技士に必要な様々な法律、医療
法、薬機法、臨床工学技士法などを学びま
す。

3
年
前
期

30 1 ○ △ ○ ○

49 ○ 臨床医学総論Ⅰ

2
年
通
年

90 3 ○ △ ○ ○

50 ○ 臨床医学総論Ⅱ

3
年
通
年

120 4 ○ △ ○ ○

51 ○ 臨床実習

臨床工学技士の行う主な業務について
実際的な知識を身につけます。主な学習と
して，医療機器管理業務実習，血液浄化療
法実習，集中治療室及び手術室実習があり
ます

2
年
3
年
後
期

210 7 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52

期

週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

前後

15

卒業要件：

各学年における設定科目に合格し、欠課数が各科目の講義コマ数の１／３
を超えない、かつ学年全体の講義コマ数の１／４を超えないことで進級で
きる。３学年全ての科目に合格し、上記の欠課数を超えていなければ卒業
できる。

合計 科目 2955 単位時間

　　医用治療機器の適切な操作と保守が出来るよ
う，医用治療機器の基本事項を学習します。授業で
は電気的治療機器，機械的治療機器及び手術用機器
の原理・構造・操作・保守と保守管理技術について
学習し，機器の操作実習や病院の臨床現場で医療機
器の学習等も行います。

　　生体計測装置の適切な操作と保守が出
来るよう，生体計測装置の基本事項につい
て学びます。生体計測の基礎から循環器
系，呼吸器系，神経・筋系の各計測器及び
画像処理機器の構成と原理，保守点検技術
について学び，実習も行います。

　　人工透析・人工呼吸・人工心肺に関わ
る生体機能代行装置の適切な操作と，保守
点検が出来るよう，生体機能代行装置の基
本的知識と技術について学習し，各装置の
操作と保守点検の実習も行います。

　医用機器の臨床応用を高い安全性及び信
頼性をもって行えるよう，安全・管理に関
する基礎事項について学習します。各種エ
ネルギーの人体への危険性から，私達の体
を守る為の安全対策と安全基準及び電気的
安全性の測定、安全管理技術等について学
習し，実習も行います。

臨床工学技士の業務に必要な臨床医学的な
知識について幅広く学習します。主な項目
として呼吸器系，循環器系，代謝系，神経
系，腎臓泌尿器系，消化器系，血液系の各
疾患と感染症，麻酔科学，集中治療医学，

手術部医学等について学習します。


